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　6月13日（金）、本学の戦略的国際パ
ートナー校である韓国ソウル大学校
（SNU）の言語学科教員8名が来訪し
たのに合わせ、文学研究院言語科学研
究室との合同シンポジウムが開催され
ました。SNU言語学科の強い希望を受
け、今後の発展的学科連携のキックオ
フとして開催される運びとなったシン
ポジウムには、学生を含め35名程が参
加し、活発な質疑応答がなされました。
　シンポジウムは、受入責任教員の藤
田　健教授の司会で始まり、SNUから
はジェイムズ・ワン准教授が「複数レ
ベルの知覚統合：日本語の高母音挿入

の場合」について、北大からは佐藤知
己特任教授が「アイヌ語の構造概観：
音韻論、語形成、統語論」について講
演を行い、両校の教員や大学院生の関
心を集め、アイヌ語のイントネーショ
ンから、ツングース語の専門家・津曲
敏郎名誉教授（故人）による研究成果
を踏まえたものまで多くの質問やコメ
ントが投げかけられました。
　和やかな昼食会の後には、髙橋　彩
国際担当理事・副学長、川端康弘文学
研究院長への表敬訪問もあり、初めて
の両校の言語学科連携は鮮やかな幕開
けとなりました。SNUのワン准教授か

らは「日本国外には出ないような日本
語の文献、アイヌ語を含めた北方圏言
語の希少資料があり、研究連携におい
て大いに魅力的」であることが、ソン
ホ・ナム教授からは「自身の退官は迫
っているが、次世代の言語学科教員た
ちの研究関心における親和性と相補性
を踏まえ連携を進めていければ」との
見解が示されました。令和8年度には
北大言語科学研究室教員のSNU言語学
科訪問が想定されています。
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　医理工学院は、6月18日（水）に医
学部百年記念館において、博士後期課
程中間発表会を開催しました。
　本発表会は医理工学院の学生が日頃
の研究成果を発表する場であるととも
に、本学院の教育活動や研究成果等を
多方面に知っていただくことを目的と
しています。例年、修士課程1年生を
対象とした発表会を秋に開催していま
すが、昨年度より、博士後期課程2年
生を対象とする中間発表会を初夏の時
期に開催する運びとなり、今年はその
第2回目となります。
　発表は、昨年度に引き続き対面形式
を基本とし、リアルタイム配信との併
用によるハイフレックス型で実施され
ました。当日は、発表者7名に加え、
その他の学生・教職員35名、企業7社
（うちオンライン参加3社）からご参

加をいただき、本学院への関心の高さ
がうかがえる機会となりました。
　医理工学院の学生には、それぞれ異
なる分野の指導教員が2名ずつ配置さ
れ、本学院の研究領域である医学・理
学・工学、保健学、生物学などの異分
野を融合した領域における研究発表を
適切に行えるよう配慮した教育・指導
が行われています。
　今回発表を行った博士後期課程2年
生は、入学以来、前向きに研究に取り
組んでおり、新進気鋭の発表者が揃い
ました。さらに、修士課程の学生も聴
講者として参加し、先輩学生の発表や
質疑応答の様子から多くを学び、研究
者としての視野を広げる機会となりま
した。この取り組みが、学生のモチベ
ーション向上に繋がり、今後に生かさ
れることが期待されます。

　ご参加いただいた企業からも、各発
表に対して大変高い評価を得るととも
に、本発表会によって医理工学院にお
ける教育や研究について知見を深める
ことができとても有意義であった、今
後も継続的に開催してほしい、等のご
感想を多数いただきました。
　また、発表プログラムの合間に設け
られた昼時間帯のインターバルを活用
し、医学研究院医理工学グローバルセ
ンター主催による企業との交流会も開
催され、学生、教員、企業代表者の間
で活発な意見交換が行われました。
　来年度以降もこの中間発表会及び企
業との交流会を継続し、医理工学院の
教育活動のさらなる発展につなげてま
いります。
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